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近
頃
の
居
酒
屋

で
は
酒
を
注
文
す

る
と
、
銘
柄
を
聞

か
れ
る
。
10
種
類

く
ら
い
置
い
て
あ
る
店
も
珍

し
く
な
い
。

　

酒
の
需
要
が
減
っ
て
い
る

の
に
、
こ
れ
で
は
回
転
が
悪

く
、
封
を
き
っ
て
か
ら
日
数

を
経
た
古
い
酒
を
飲
ま
さ
れ

か
ね
な
い
。
メ
ー
カ
ー
に
直

接
聞
い
た
と
こ
ろ
「
保
存
状

態
に
も
依
る
が
、
未
開
封
で

１
～
２
年
、
開
封
後
は
で
き

る
だ
け
早
く
召
し
上
が
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
。

　

ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る

酒
の
製
造
年
月
は
、
大
抵
２

カ
月
程
度
前
の
記
載
が
あ

る
。
量
販
店
は
、
在
庫
期
間

が
短
く
安
心
で
き
る
。

　

回
転
が
悪
い
と
、
品
質
劣

化
は
避
け
難
い
。
こ
れ
は
歯

科
用
セ
メ
ン
ト
類
も
、
同
じ

の
は
ず
で
あ
る
。
ド
ク
タ
ー

が
何
人
も
い
る
大
型
歯
科
医

院
で
は
、
各
ド
ク
タ
ー
の
好

み
の
セ
メ
ン
ト
類
が
違
い
、

多
種
の
物
を
用
意
し
て
い

る
。
長
期
未
使
用
の
劣
化
セ

メ
ン
ト
類
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

セ
メ
ン
ト
は
引
張
り
強
度

は
な
く
、
圧
縮
強
度
が
規
格

基
準
で
、
し
か
も
37
℃
の
生

食
に
浸
け
た
り
せ
ず
、
室
内

で
の
測
定
値
で
あ
る
。
食
品

よ
り
、
セ
メ
ン
ト
の
鮮
度
が

歯
科
医
に
は
大
事
だ
。

乳幼児など ４医療助成削減案
　

橋
下
徹
大
阪
府
知
事
の
直
轄
の
大
阪
府
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
は
、
大
阪
府
独
自
に
実
施
し
て
い
る
乳
幼
児
な
ど

の
４
医
療
費
助
成
制
度
や
私
学
助
成
の
削
減
、
職
員
給
与
の

大
幅
削
減
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
案

（
Ｐ
Ｔ
案
）
を
11
日
、
発
表
し
た
。

　

橋
下
「
改
革
」
は
、
08
年

度
か
ら
10
年
度
の
３
年
間
を

集
中
改
革
期
間
と
定
め
て
、

毎
年
１
０
０
０
億
円
以
上
の

歳
出
削
減
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
Ｐ
Ｔ
案
で
は
、
府
民
福

祉
な
ど
４
４
０
億
円
、
人
件

費
３
８
０
億
円
、
府
有
施
設

の
売
却
や
市
町
村
へ
の
貸
付

金
の
府
へ
の
返
済
な
ど
２
６

０
億
円
か
ら
２
８
０
億
円
が

示
さ
れ
、
08
年
度
で
１
１
０

０
億
円
規
模
の
歳
出
削
減
と

見
ら
れ
る
。

　

Ｐ
Ｔ
案
で
示
さ
れ
た
独
自

の
医
療
費
助
成
の
削
減
は
、

老
人
、
障
害
者
、
乳
幼
児
、

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
府
の
医

療
費
助
成
を
、
現
行
の
窓
口

１
回
５
０
０
円
か
ら
１
割
負

担
に
、
所
得
制
限
の
強
化
な

ど
が
示
さ
れ
、
08
年
11
月
か

ら
実
施
予
定
と
し
た
。
こ
れ

に
よ
る
歳
出
削
減
額
は
、
08

年
度
で
13
億
円
、
09
年
度
で

は
40
億
円
に
上
る
。

　

04
年
に
府
が
独
自
の
医
療

費
助
成
に
窓
口
負
担
を
導
入

し
た
際
、
府
下
の
各
市
町
村

で
は
、
財
政
負
担
に
耐
え
ら

れ
ず
窓
口
負
担
が
導
入
さ
れ

た
。
今
回
の
１
割
負
担
導
入

で
も
同
様
の
影
響
が
予
想
さ

れ
る
。
今
年
４
月
か
ら
国
制

度
で
、
窓
口
２
割
負
担
の
対

象
が
３
歳
未
満
か
ら
就
学
前

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
府
の
財
政
負
担
が
減

る
中
で
の
さ
ら
な
る
助
成
制

度
削
減
案
で
あ
る
。

　

医
療
分
野
で
は
、
こ
れ
以

外
に
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
運

営
補
助
な
ど
の
見
直
し
も
盛

り
込
ま
れ
た
。

　

教
育
分
野
で
は
、
授
業
料

軽
減
助
成
や
私
立
学
校
へ
の

運
営
補
助
な
ど
私
学
助
成
が

削
ら
れ
、
08
年
度
で
45
億

円
、
09
年
度
で
76
億
円
が
示

さ
れ
た
。
大
阪
で
は
高
校
生

の
４
割
が
私
学
に
通
う
。
私

学
助
成
の
削
減
で
授
業
料
の

値
上
げ
が
予
想
さ
れ
、
学
校

に
通
え
な
く
な
る
子
ど
も
の

出
現
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

「
子
ど
も
が
笑
う
」
を
掲

げ
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
拡
充
な
ど
を
公
約

と
し
た
橋
下
府
知
事
で
あ
っ

た
が
、
示
さ
れ
た
改
革
案
は

公
約
と
は
全
く
逆
の
「
子
ど

も
い
じ
め
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
あ
っ
た
。

　

市
町
村
長
と
の
懇
談
（
17

日
）
で
は
、
08
年
度
予
算
で

予
定
さ
れ
て
い
た
市
町
村
へ

の
支
出
金
を
79
億
円
削
減
す

る
案
に
大
き
な
異
論
が
出
さ

れ
、
負
担
増
と
な
る
府
民
か

ら
の
反
発
も
今
後
、
強
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

「
子
ど
も
を
泣
か
す
」
橋

下
改
革
に
対
し
、
府
民
と
共

同
し
た
大
き
な
反
対
運
動
が

必
要
で
あ
る
。

　

協
会
は
第
13
回
理
事
会
を

12
日
に
開
き
、
９
日
付
け
で

医
科
・
歯
科
協
会
の
会
員
数

合
計
が
１
万
人
を
超
え
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
新
点
数

説
明
会
を
取
り
組
む
中
で
会

員
数
を
大
幅
に
伸
ば
し
、
念

願
の
１
万
人
会
員
を
達
成
し

た
。

　

４
月
改
定
で
は
わ
ず
か
な

技
術
料
引
き
上
げ
の
中
に

も
、
協
会
・
保
団
連
が
か
ね

て
か
ら
要
求
し
て
き
た
基
礎

的
技
術
料
が
評
価
さ
れ
た

り
、
外
来
環
境
体
制
加
算
な

ど
の
施
設
基
準
に
求
め
ら
れ

る
研
修
に
協
会
開
催
の
講
習

会
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
協
会
・
保
団
連
の

活
動
が
実
を
結
び
、
組
織
の

発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

理
事
会
で
は
今
後
の
運
動

に
向
け
て
、
今
次
改
定
に
つ

い
て
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
、
施
設
基
準
の
届
出
に

必
要
な
研
修
の
開
催
、
国
民

の
怒
り
が
高
ま
っ
て
い
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止

・
撤
回
さ
せ
る
た
め
の
政
策

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
署

名
・
国
会
要
請
行
動
の
引
き

続
く
実
施―

―

な
ど
の
運
動

対
策
を
決
め
た
。

　

ま
た
、
財
政
再
建
プ
ロ
グ

ラ
ム
試
案
で
医
療
費
助
成
制

度
を
切
り
捨
て
１
割
負
担
を

計
画
す
る
橋
下
大
阪
府
政
に

対
し
て
、
改
悪
を
許
さ
な
い

運
動
に
取
り
組
む
。

　

診
療
報
酬
を
め
ぐ
る
討
論

で
は
、
施
設
基
準
に
関
す
る

届
出
要
件
の
確
定
情
報
や
発

出
予
定
の
疑
義
解
釈
が
厚
労

省
か
ら
出
な
い
な
ど
、
限
ら

れ
た
情
報
で
の
対
応
を
迫
ら

れ
る
こ
と
へ
の
批
判
、
臨
床

現
場
の
感
覚
と
か
け
離
れ
た

日
歯
の
姿
勢
へ
の
批
判
、
臨

床
を
し
ば
る
治
療
指
針
へ
の

批
判
な
ど
が
出
さ
れ
、
厚
労

省
交
渉
な
ど
で
改
善
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

会
務
運
営
で
は
、
自
主
共

済
を
規
制
す
る
新
保
険
業
法

の
経
過
措
置
期
間
延
長
法
案

の
審
議
促
進
な
ど
の
取
り
組

み
や
、
保
団
連
専
門
部
員
、

小
委
員
の
推
薦
提
案
の
報
告

が
あ
り
、
承
認
し
た
。

　

08
年
歯
科
診
療
報
酬
改
定

の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
補

綴
物
維
持
管
理
料
を
導
入
し

て
以
来
、
厚
労
省
が
医
療
費

抑
制
の
中
心
課
題
と
し
て
追

求
し
続
け
て
き
た
一
口
腔
単

位
で
の
低
報
酬
に
よ
る
長
期

管
理
路
線
の
強
化
で
あ
る
。

Ｐ
管
理
や
口
衛
指
を
廃
止

し
、
現
場
の
実
態
を
無
視
し

て
歯
科
疾
患
管
理
料
に
一
本

化
し
た
。
こ
の
管
理
シ
ス
テ

ム
を
補
完
す
る
形
で
、
新
治

療
指
針
を
導
入
し
、
保
険
医

の
裁
量
権
や
、
患
者
の
主
訴

に
よ
る
診
療
の
選
択
幅
を
縮

小
し
て
き
た
。
治
療
指
針

は
、
日
常
診
療
の
参
考
で
あ

り
、
保
険
の
ル
ー
ル
と
し
て

用
い
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

ま
た
ラ
バ
ー
加
算
や
歯
肉

息
肉
除
去
な
ど
、
多
く
の
技

術
が
初
・
再
診
料
や
特
掲
診

料
は
、
適
正
に
評
価
で
き
る

出
来
高
払
い
が
必
要
で
あ

る
。

　

今
回
、
新
た
に
保
険
導
入

さ
れ
た
技
術
は
驚
く
べ
き
低

　

こ
の
方
向
は
、
治
療
代
の

心
配
な
く
受
診
で
き
る
と
い

っ
た
、
歯
科
保
険
の
拡
大
を

望
む
患
者
の
願
い
と
大
き
く

乖
離
し
か
ね
な
い
。

医
療
機
関
へ
の
立
ち
入
り
検

査
が
可
能
と
な
り
、
施
設
基

準
に
よ
る
医
療
機
関
の
管
理

が
強
化
さ
れ
た
。

　

新
設
の
外
来
診
療
環
境
体

療
料
に
マ
ル
メ
ら
れ
た
。
歯

科
で
は
、
下
表
の
よ
う
に
、

改
定
の
た
び
に
マ
ル
メ
や
算

定
制
限
が
行
わ
れ
て
き
た
。

今
後
更
な
る
拡
大
が
危
惧
さ

れ
る
。
包
括
化
や
算
定
制
限

は
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン

政
策
と
相
ま
っ
て
、
医
療
費

抑
制
と
医
療
機
関
の
行
政
管

理
の
決
め
手
と
な
る
。
技
術

点
数
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
長

期
に
わ
た
り
慣
ら
さ
れ
て
き

た
他
の
歯
科
点
数
評
価
の
延

長
線
上
に
あ
る
も
の
だ
。

「
こ
れ
で
は
保
険
診
療
で
経

営
が
成
り
立
た
な
い
」
と
歯

科
界
が
混
合
診
療
に
傾
斜
す

れ
ば
、
さ
ら
な
る
低
点
数
化

と
保
険
外
し
が
推
し
進
め
ら

れ
る
。

　

施
設
基
準
の
押
し
付
け

は
、
公
的
医
療
費
を
削
減
し

な
が
ら
、
医
療
機
関
に
医
療

の
質
を
担
保
さ
せ
る
と
い
う

厚
労
省
の
狙
い
が
あ
る
。
今

改
定
で
は
、
外
来
診
療
環
境

体
制
加
算
が
新
設
さ
れ
（
初

診
時
１
回
30
点
）、
昨
年
か

ら
の
医
療
「
改
革
」
関
連
法

に
基
づ
く
医
療
安
全
管
理
指

針
の
整
備
が
義

務
付
け
ら
れ
た

が
、
全
く
費
用

が
担
保
さ
れ
て

い
な
い
。
同
時

に
昨
年
か
ら
施

設
基
準
に
よ
る

制
加
算
は
、
結
果
検
証
部
会

の
特
別
調
査
項
目
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

�

（
つ
づ
く
）

５
面・明
細
書
記
載
方
法
の
変
更　

６
面・レ
セ
プ
ト
記
載
要
領
の
変
更

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究（
08
年
４
月
版
）』は
25
日
に
発
送
し
ま
す　
　

新
点
数
説
明
会
契
機
に
会
員
増

医
科
・
歯
科
１
万
人
を
達
成

第13回理事会

財
政
再
建

プ
ロ
グ
ラ
ム

「子どもを泣かす」改革

狙
い
と
本
質
を
読
む

政
策
部

診
療
報
酬
08
改
定 
②長

期
管
理
路
線
の
強
化

マ
ル
メ・低
点
数
化
で
医
療
費
抑
制

（表）　包括･算定制限された主な項目（オンライン化とも連動）
改定年度 包括・算定制限項目 包括されて廃止された項目

2002

●感根処に伴う歯肉息肉除去を包括●Ｐ総診（再
診料、歯周検査、Ｐ処、歯周基本治療、指導料を
包括）●充填（１歯２窩洞）●大臼歯の５分の４
冠（ブリッジのぞく）●補綴物維持管理料（充
填、脱離再装着）●歯科口腔疾患指導管理料（老
人歯周疾患基本指導管理料）

●前歯の根面形成加算●義歯の連合印象、特殊印
象に対する困難加算●義歯の咬合採得に対する困
難加算●遊離端義歯、複合義歯の加算●義歯の補
強線
●義歯のろう着

2004

●か初診（かかりつけ加算）●歯科治療総合医療
管理料（Ｐ管理、歯科指、呼吸心拍監視、簡単な
鎮静）●Ｇ総診（再診料、特掲診療料）

●補診の加算●ブリッジの支台装置ごとの装着料
●老人歯科慢性疾患生活指導料●老人有床義歯装
着料●老人新製義歯調整指導料●老人有床義歯調
整指導料●老人有床義歯長期調整指導料（Ⅰ）、
（Ⅱ）●老人咬合採得料

2006

●基本診療料（薬剤注入をのぞくＰ処、魚骨片除
去）●咬合調整（歯冠形態修正）●歯周外科手術
（１歯単位から３分の１顎単位に）●補診（１装
置単位から１口腔単位に）●歯科再診料（病院歯
科再診料）●歯肉歯槽粘膜形成手術（歯肉弁根尖
側移動術、歯肉弁歯冠側移動術、歯肉弁歯側方移
動術、遊離歯肉移植術、口腔前庭拡張術）●同一
手術野の手術（従たる手術）●有床義歯調整料
（長調Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）●床裏装（咬合面再形成）

●老人歯周検査●歯科疾患口腔指導管理料

2008
●基本診療料（訪問診療料）●顎運動関連検査
（ゴシックアーチ、チェックバイト検査、パント
グラフ、下顎運動路検査）

●エナメルエッチング・ボンディング法●研磨●
歯周疾患指導管理料●歯科口腔衛生指導●歯科疾
患総合指導●歯科疾患継続指導料●歯科疾患継続
管理診断料●ラバー加算●歯肉息肉除去

第44回通常評議員会のご案内

【報告事項】�歯科医療危機打開の運動につ
いて

【日　時】５月24日（土）
　　　　　17：30～19：00
【会　場】Ｍ＆Ｄホール
【議　案】①07年度決算案
　　　　　②08年度予算案

※評議員会終了後に、懇親会を開きます。

⎧ ⎫
⎜ ⎜
⎜ ⎜
⎜ ⎜
⎩ ⎭

　１年間の運動を総括し、国政や府政
への当面の取り組み、歯科医療の時代
に即したあり方、これからの展望など
について方向を示す予定です

後期高齢者医療制度の
中止･撤回を求める請願署名
同封ビラのはがきをご投函ください
　４月から後期高齢者医療制度が始ま
り、高齢者や国民、医療現場から抗議
の声が広がっています。さらに世論を
高め、この制度を中止・撤回に追い込
むために、緊急署名へのご協力をお願
いします。（同封のはがきを切り取っ
て、５月末日までにご投函ください）


